
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大在地域まちづくりビジョン  フォローアップ会議 通信 

令和３年度大在地域まちづくりビジョン 

フォローアップ会議 

■令和 3 年 12 月 16 日（木） 14：00～ 

■大在市民センター会議室 

議 事 

（１）会議の公開について 

（２）地域まちづくりビジョンについて 

（３）地域まちづくりビジョンフォローアップ会議について 

（４）地域まちづくりビジョンに掲げる事業の進捗について 

（５）意見交換 

発行：令和４年３月１日 大在地域まちづくりビジョンフォローアップ会議

◆ビジョンに掲げる事業の取組状況及び意見交換（抜粋） 
 
 会議では、事務局から大在地域まちづくりビジョンに掲げる事業のうち、新たな取組状況について報

告した後、提言３「防災機能の向上と自然環境との共生」に関連した事業（緩衝緑地の整備事業）につい

て事例報告及び意見交換を行いました。本通信では、会議の主な内容について以下のとおり報告します。 
 

●提言１『教育を核としたまちづくり』（教育・福祉） 

［事業の取組状況］ 

(行政) ・大在中学校のグラウンドが拡張され、令和３年６月から供用開始している。 

   ・子ども食堂の開設、機能強化・運営などに対する補助を行っている。（大在地区は２団体） 
 

(地域) ・大在東部地区小学校開設促進期成会では、大在地区の住民を対象 

に新小学校名の公募を行い、「大在東小学校」などの３案を大分市 

教育委員会へ推薦した。 

    ※令和３年１２月の大分市議会定例会にて、新小学校名を「大在 

東小学校」に決定した。 

       ・新型コロナの感染拡大防止の観点から中止とした「舞子浜リビン 
グＰroject」のイベントで、日本文理大学が計画していた取組の 
パネル展示を大在市民センターで行った。 

 

〈地域まちづくりビジョンフォローアップ会議の目的〉 
 

市内１３地域において、それぞれの地域が目指すまちの将来像の実現に向けた取組をまとめた
「地域まちづくりビジョン」（平成３０年７月）が策定され、市長に提言されました。 
 地域まちづくりビジョンフォローアップ会議は、地域が目指す将来像の実現に向けて、市民と行
政が一緒にまちづくりを進めるため「地域まちづくりビジョン」に掲げる事業について、「行政が
できること」「地域でできること」「個人でできること」のそれぞれのテーマにおいて、取組状況を
報告し、各取組の今後の進め方や課題などについて情報共有、意見交換を行うものです。 

※大在地域の３つの提言、12 の事業名については裏面をご覧ください 

 
●提言２『人を呼び込むふるさとづくり』（産業・福祉） 

［事業の取組状況］ 

(行政)・「大分市自転車走行空間ネットワーク整備計画」に基づき、今後、計画期間中（令和３年 

度から令和７年度）に大在地区内の一部の道路に自転車誘導サインを設置することとして 

いる。 

(地域)・大分市商店街活性化事業の取組として、おおざい地域振興協同組合が大在駅前イルミネー 

ション事業に取り組んでいる。 

   ・大在地区の魅力を知る機会を作るため、大在地区文化財研究会が大在の史跡を巡る散策ル 

ートを作成し、その散策ルートの詳細をまとめた冊子の作成を検討している。 
 

［会議で出された意見］ 

    ・大在商工青年部が中心となって親子で参加ができるサイクルイベントを開催しているが、 

より人を呼び込むため観光事業との連動が必要である。例えば、大在の史跡の散策ルート 

を巡るイベントとサイククルイベントを連動させた取り組みなどが有効である。 
 

●提言３『防災機能の向上と自然環境との共生』（防災・都市基盤・環境） 

［取組の事例報告］ 

（地域）・地域の方々が立ち寄らなくなった大在の宝物である舞子浜緑地 

を大在の子どもたちが心から楽しめる公園として蘇らせたいと 

いう思いから「舞子浜をみんなのリビングに…」というコンセ 

プトのもと、大分商工会議所大在支所が中心となり緩衝緑地の 

ゴミ拾いと干潟の音楽会や干潟観察会など大在の自然に親しむ 

イベント「舞子浜リビングＰroject」を開催している。 

令和２年度は約２００名の参加があり、好評であった。 
 

［事業の取組状況］ 

（行政）・舞子浜緑地に隣接している県所有の「舞子浜海岸緑地」の一部を占用してバーベキューエ 

リアの設置を行い、令和３年６月より供用開始している。 

・舞子浜海岸緑地内において、遊歩道木棚補修や展望デッキ床版補修・通路の舗装を行った。 
 

（地域）・大在東部地区小学校開設促進期成会では、新設学校のコンセプトとして「地域交流の拠点 

となり、避難所機能を備えた学校を整備すること」などの項目を取りまとめ、その要望書 

を大分市教育委員会へ提出した。 
 

［会議で出された意見］ 

・日頃から地域住民と日本文理大学生が繋がりをもてるよう、バーベキューエリアを活用し

た交流活動などにより、災害時に協力できるような顔見 

知りの関係づくりを進めることが必要である。  

・緩衝緑地沿いのクリークの一部には干潟があり、僅かで 

あるが昔の情景が残っているので、大切に伝承し、地域 

に親しむ活動を行っていくことが必要である。 

・バーベキューエリア近隣の施設整備が整っていないとい 

う声があるが、まずは周知活動やイベントの開催などを 

通じて、地元から盛り上げていくことが必要である。  

『ふれあい市長室～あなたの地域のまちづくりビジョン～』 
 
  今年度は、地域でまちづくりビジョンに関連した活動を行う団体を対象に、活動報告と

意見交換を行いました。  
開 催 日：令和３年７月２８日（水） 

対象団体：大在地区体育協会 

大在地域において、大在地区体育祭など様々なスポーツ大会を開催しています。 

第３号 

この通信は、地域まちづくりビジョンフォローアップ会議の内容について地域の皆様にご報告

するとともに、地域の現状や課題、将来像について共有していただくために発行いたします。 

干潟観察会の様子 

問い合わせ先：大分市大在支所 ＴＥＬ：097-592-0511 



〈大在地域の将来像〉 

 魅力あるみんなでつくる元気なまち ～Machi～ 

    

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 

番号 
事 業 名 概     要 

１ 
大学生が動けるような 

コミュニティ事業 

・大学生と地域の子どもや大人とのふれあい（コミュニティ）の場をつくる  

・地域のお祭りの手伝いや、子どもに歴史を教えたりする活動を行う 

２ 
高齢者と子どもが一緒に

集える場づくり 

・共働きの家庭が多く、子どもが一人でいる時間が長いので、地域の子どもと

高齢者が集える場所ができればよい  

３ 学校施設の整備 

・大分市東部（大在地区）に小学校を建設する 

・大在小と大在西小の距離が近くバランスが悪い 

・大在東部の子どもの避難場所が必要 

・大在中学校グラウンドを拡充することにより地域の教育環境を充実させる 

４ 
大在の南側高台に総合文

化（スポーツ）施設を整備 

・避難場所、文化、スポーツ施設が無い 

・津波からの避難場所という観点からも大在の南側に整備してはどうか   

５ 
災害時などに文理大生の

協力を得る事業 

・日本文理大学の学生に自然災害発生時、手助けしてもらえる組織をつくる  

・その組織に加入すれば、大学や市の補助などで下宿代を安くする 

６ 
先進的地域密着型防災組

織づくり 

・災害時の生活、防火用水等確保のため、災害用井戸の普及等に取り組みたい 

・Ｊアラートにより情報伝達がされた場合、聞こえる範囲が限定的であるため、

より広範囲に周知できるシステム構築 

７ ふるさと魅力づくり事業 

若者が帰ってきて住み続けるまち 

・企業誘致により雇用を創出し、生活基盤を支えるまちづくり 

・世代間交流（３世代交流が出来る行事がないので、シャトルバスなどにより

広範囲に参加者を募集できるようにするなど） 

・大在の魅力づくり（県外に出た人たちが大在を振り返ることができるＳＮＳ

を用いたツールの検討） 

・大在のブランドづくり（商店と協力した大在のお土産づくりなど） 

８ 
平成のまち大在の観光 

事業 

・観光事業に力を入れ、大在を「平成のまち」にする 

・道の駅を整備したり、バスで南日本造船（三井造船）や文理大学の見学に回

れるようにする 

・長期スパンで地元の商店が潤う事業の構築 

・地域観光資源のブラッシュアップ、情報発信等を行う 

９ 
自転車（サイクリング）を

活かしたまちづくり 

・大在商工青年部が春にサイクリングのイベントを実施しているが、このよう

なイベントを推進したい 

・イベントを実施するための啓発活動やハード整備が必要 

１０ 
イベント広場（ステージ付

きの公園など）の整備 

・大在には子どもから高齢者までが使える公園が多いが、イベントを実施する 

 時、設備が不足しており不便 

・大在公園にステージを設置して音楽など様々なイベントに利用できるように

する 

１１ 
緩衝緑地帯（松林）の整備 

事業 

・緩衝緑地帯（舞子浜緑地）に大人や子どもがふれあえる場所を整備する 

・散策しやすい歩道、松林を活かした遊具の設置等 

１２ 
河川（江川）、海岸線、ため

池の有効活用 

・大在の地理的環境を活かして、江川に遊歩道の整備や昔の海岸線が残ってい

る部分を活用し釣り場を整備するなど、親水事業に取り組む  

・併せて災害対策に避難場所の整備も必要 

■ 問い合わせ先：大分市市民部大在支所 ＴＥＬ：５９２‐０５１１ 

大在地域まちづくりビジョン【市長提言】        
 

                       平成３０年７月策定 
 

  ≪提言１≫ 教育を核としたまちづくり（教育・福祉） 
 

子育て世代や隣接する日本文理大学の学生が多く居住していることで、 

若年層の割合が高く、地域の活力となっている。この若年層を取り込んだ 

各種事業を構築することで、大在の元気をより推進するまちづくりが必要 

です。 

また、将来の人口増を見据えた教育基盤の充実や子どもと高齢者の居場 

所づくりなど、安全・安心な環境・仕組みづくりが求められます。 
 

   （提案事業番号）１、２、３、４、７ 

 
  ≪提言２≫ 人を呼び込むふるさとづくり（産業・福祉） 
 

本地域には、今後も人口の増加が見込まれ、若年層の割合も高い地域で 

あるが、同時に地域コミュニティの希薄化が進行しています。 

     新旧の住民がより住みやすい環境整備のため、地域行事による住民交流 

の促進や企業誘致、中小企業の成長促進等による生活基盤の確立を行うと 

ともに、大在地域の魅力を向上、発信していく必要があります。 
 

（提案事業番号）２、７、８、９ 

 
  ≪提言３≫ 防災機能の向上と自然環境との共生（防災・都市基盤・環境） 
 

山、川、海に面した地域であることから、地域全体で取り組む防災対策 

や防災機能を持った公共施設整備など、ソフト・ハード両面において防災 

機能の強化、推進を図る必要があります。 

一方で、その自然特性を生かす事業を 

推進し、新たな地域資源を創出すること 

で、地域内外の交流を促進するまちづく 

りを進めていくことを望みます。 

 

（提案事業番号）３、４、５、６、９ 

１０、１１、１２ 

 

『提言に基づく事業提案と概要』 

  大在地域まちづくりビジョン会議では、提言に基づき、地域または行政が主体的に取り組

むものと、地域と行政が一体となって取り組むものについての検討を行いました。 

それらの事業提案については下記のとおりです。 
将来像への思い 
 

大在地域は、生活環境が整い、安全・安心な魅力のあるまちであり、またスポーツや 

文化など様々な分野で、高齢者から子どもまで多世代において地域住民が一体となり、 

元気な大在のまちをつくっていこうという思いで、将来像を決定した。 


